
 

 

 

 
 

 ９１日間という長い２学期でしたが、たくさんの学校・学年行事を、生徒・教職員の

意欲と工夫、団結力で、成功裏に終えることができました。また、毎日の学習や部活動

を通して、着実に力を伸ばしてきました。 

今年１年を振り返ると、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、イベントの中止や全

国一斉で学校が休校になるなど、今までにない大変な年となりました。一方、一連の騒

ぎから、数々の教訓も得られました。まず、科学的な知識を基に「正しく恐れる」ことが大切だというこ

とです。コロナウイルスは空気感染しないので、マスクの着用、消毒、手洗い、換気などで感染を抑止で

きます。次に、論理的に考え、冷静な行動が大切だということです。SNS 等を通じて、「トイレットペー

パーがなくなる」「中国の生物兵器」などのデマが拡散し、ネット社会の危険性も考えさせられました。

また、差別や中傷はあってはならないということも感じました。患者を受け入れている医療機関に勤めて

いるというだけで差別を受けたり、感染した方や家族が中傷されたりする事案が県内にもありました。 

 年末年始は外出の機会も多いかと思います。引き続きご家庭でも感染防止に心がけていただき、元気に

３学期が迎えられますよう御協力をお願いします。 

 来年の干支は「丑」。丑年は「我慢」「発展の前触れ」を表す年だと言われているそうです。感染防止の

ための忍耐の日々は当分続くでしょうが、新しい芽が出る年でもあることを期待しつつ、「チーム白州中」

として引き続き頑張っていきたいと考えています。皆様、良い年をお迎えください。 

 

第１回生徒総会                                
 今年度の生徒会活動を総括する生徒総会が１２月４日に行わ

れました。「Grow up 成長する生徒会」をテーマとして、本部

役員を中心に、様々な活動に取り組んできた生徒会活動ですが、

今年は新型コロナウイルス感染防止のために、いつも通りにいか

ないことばかりで、苦労が多かったと思います。けれども、そん

な困難な状況でも自分たちができることを考え、全校が一丸とな

って取り組んだり、思いやりの気持ちや中学生らしい爽やかさを

発揮できたりする活動を企画し、実行することができたと思いま

す。まさに、白州中学校に新しい伝統の第一歩を大きく記した生

徒会活動でした。 

総会でも各学年から多くの意見が出されました。これらの貴重な意見を来年度の生徒会活動にいかし

て、更に素晴らしい生徒会活動にしていってほしいと思います。 

 

２年音楽 郷土芸能「虎頭の舞」について学ぶ                      
 １２月７日の音楽の時間に、金精軒社長小野光一様をお迎え

して、台ヶ原宿に伝わる「虎頭の舞」の復活にまつわるお話をう

かがいました。 

明治の初めに途絶えてしまったこの舞と音曲を、日本各地の

虎舞を訪ね歩き参考としながら、白州台ヶ原宿独自の虎舞とし

て１００年ぶりに復活させた苦労と、地域を元気にしようとす

る台ヶ原地区の皆様の思いについて語っていただきました。「虎

頭の舞を後世につなぐというよりは、大人も子どもも一緒にな

って虎頭の舞を楽しみ、おのずと引き継がれていくというよう

でありたい」という言葉が印象的でした。 

中学生のみなさんも、それぞれの地区に伝わる神楽や神輿

等の担い手として地域行事に参加し、地域を大切にする心を育ててほしいと願っています。 
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令和３年度生徒会役員選挙                            
 １２月１１日に令和３年度生徒会役員選挙立会演説

会が行われました。演説会では、責任者は立候補者の良

さを存分にアピールしました。また、立候補者は、どん

な生徒会を作りたいのかを明確にした演説を堂々と行

い、学校の顔として頑張っていこうとする意気込みと大

きな成長を感じました。投票の結果、会長に、岡田直弥

さん、副会長に、中山佑菜さん、小泉斗季さんが当選し

ました。新生徒会長の岡田さんは、公約に「意見箱の改

良」を謳っています。来年度の生徒会活動が、意見箱の

有意義な活用をとおして、更に自治的なものになること

を期待しています。 

 

３年弁護士出前授業                             

 １１月３０日と１２月２３日に山梨県弁護士協会のみな

さんが、３年生社会の公民の授業をしてくださいました。

一回目は「日本国憲法について」、二回目は「刑事事件と裁

判員制度について」でした。法律の専門家である弁護士さ

んと一緒に、憲法は誰のためにあるのか、事件に巻き込ま

れてしまった場合どのように解決していけばいいのかを考

えたり、裁判のしくみについて学んだりすることができま

した。「信じるのが我々弁護士の仕事」という言葉に頼もし

さを感じました。私たちがこれから社会生活を送っていく

中で「人権を守る」ための様々な手立てをわかりやすく学

ぶことができました。 

 

入賞の記録 
  

第７０回教育祭図工美術作品展 県特選 １年 中洲穂乃佳 ２年 石原凛太郎 ３年 山﨑 絢美 

               支部優秀 １年 藤森 玄毅 ２年 岡田 直弥 ３年 名取 丈 

               支部入選 １年 平河 咲  ２年 中山 佑菜 ３年 渡邊 魁人 

  

 第７回中学生短歌大会      入選 ２年 岡田 直弥 中山 莉歩 

  

 中学生税の作文 納税貯蓄組合連合会優秀賞 ３年 竹下 晴喜 

  

 ふるさと山梨郷土学習コンクール    学校奨励賞（白州中学校） 

                 入選 ２年 前島 友蘭 

 

 小中学校音楽創作力くらべ   県入選 ２年 中山 佑菜 

               支部優秀 ３年 上原爽世花 木村 美優  栁澤 來実 

               支部入選 １年 林 隆之介 ２年 石原凛太郎 ３年 中込 結菜 

 

 県アンサンブルコンテスト    銀賞 管楽打楽器六重奏 

                    １年 中洲穂乃佳  林 隆之介  平河 咲 

                       平賀 和良 

                    ２年 中山 佑菜  石原凛太郎        

 

 第２３回科学写真展 山梨日日新聞社賞 ２年 中山 陽生 

                奨励賞 ３年 栁澤 來実 


